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まちづくり推進方針 

市民、事業者及び行政の協働によるまちづくり

地域の特性を活かしたまちづくりを進めるため、市民が関心を持ち、積極的な参画によ

るまちづくりの取り組みを行っていくことが求められています。 

このため、まちづくりにおける情報提供や活動団体への支援を積極的に行い、市民、事

業者及び行政の協働によるまちづくりを推進します。 

（１）市民・まちづくり団体・ＮＰＯなどの役割 

・まちの主役である市民が主体となった積極的なまちづく

り活動を推進するものとします。 

・生活に密着したまちづくりの担い手として、市の抱える

課題や目指すべき将来像を共有し、まちづくり方針を踏

まえた土地利用や公共交通の利用促進、まちづくりイベ

ントへの参加など、一人ひとりの意識や心掛けによって

実施可能な取り組みへ積極的参画をするものとします。 

・地域の特性を活かした魅力あるまちづくりに向け、新た

に行政とともに地域のまちづくりの担い手となる団体

（市民団体、ＮＰＯ、都市再生推進法人など）との連携

を図っていくよう努めていきます。 

地域でできること（地域懇談会の意見を参考）

 

市民団体による植栽

 

・空き家の見守り ・地域に住んでいる人材を活躍させる 

・地域全体で防災について考える ・バスや電車をもっと使う 

・手間のかからないイベント作り ・公園の清掃 

・地域住民を集めて啓発セミナーで意

識を高める 

・自分たちでまちをつくっていこうと

いう意識を高める 

・地域の人たちが散歩しながら子ども 

の見守りをする 

・子どもと老人がふれあえる機会をつ

くる 

    など 
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（２）事業者・大学などの役割 

・まちづくりを担う地域社会の一員である事業者などには、日常の事業活動を通じて、市

や周辺地域の利便性や魅力の向上、活力創出への貢献をするものとします。 

・市の将来像を共有し、まちづくり方針に配慮した土地利用やＣＳＲ活動による自然環境

の保全、市民や行政が進めるまちづくり活動への積極的な参加など、企業や研究機関な

らではの独自性・専門性を活かした取り組みを推進するものとします。 

・効率的かつ魅力的な公共サービスの提供に向け、民間事業者は資金やノウハウを活用し

た公共施設の整備、管理及び運営について、参画の可能性を検討するものとします。 

（３）行政の役割 

・将来像の実現に向けて、まちづくりのベースとなる都市計画の見直しや都市基盤整備な

どを計画的に進めるとともに、市民の意向を踏まえた総合的なまちづくりに取り組みま

す。 

・多様な主体との協働によるまちづくりのまとめ役として、積極的な情報発信や意識啓発

などに努めるとともに、各主体の育成や自主的な取り組みに対する支援の充実を図りま

す。 

・持続可能なまちづくりのためには、税財源のみに頼ることのない公共サービスの提供が

求められることから、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法などによる民間活力の導入の積極的な取り組

みを検討します。 

高森山公園未来構想ワークショップ まちづくり団体によるイベント 
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協働によるまちづくりの活動事例を示します。 

■街づくり支援制度

この制度は、地域の生活環境を良くするために、そこにお住まいの皆さんが主体とな

って取り組む街づくり活動に対して、市がさまざまな支援を行い、地域の特性を活かし

た街づくりを進めることを目的としています。生活道路が狭いとか、排水路が未整備で

あるといった課題を解決するため、地域の皆さんが話し合って作成した計画をもとに、

市が整備を行っていく制度です。 

活用事例（庄名町垣内地区） 

活動期間 平成 28 年（2016 年）10 月から平成 30 年（2018 年）３月まで 

平成 28 年（2016 年）11 月に街づ

くり協議会が発足し、緊急車両が通れ

なかったり、排水設備が整っていない

狭い道路を何とかしようと話し合いを

始め、それから、わずか１年５ヶ月

で、道路の拡幅工事や排水路の整備を

完了することができました。 

活動状況

整備前 整備後 整備前 整備後
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進行管理

本計画に基づく各種の施策（事業）

を効果的に実践していくため、ＰＤ

ＣＡサイクルにより事業の達成状

況の評価・見直しを図り、まちづく

りの着実な推進を目指します。 

成果指標は、全体構想における都

市づくりの目標ごとに設定し、計画

の中間年次である５年後に進捗状

況の確認を行うとともに、必要に応

じて計画内容や目標を見直します。 

また、本計画（地域別構想）で示した方針に基づいた主な事業について、策定時を基準

に、短期（５年）・中期（10 年）・長期（10 年以上）の３段階に分けて整理を行い、その進

捗状況を点検、改善します。 

◆成果指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市づくりの目標 評価項目 指標 現状値 目標値 

【目標１】 

暮らしやすく 

居心地のよい 

住環境づくり 

定住人口の維持 
居住誘導区域の 

人口密度（人/ha） 

62.9 

（2010年度） 

64.5 

（2026年度）※1 

【目標２】 

誰もが便利で 

利用しやすい 

交通環境づくり 

公共交通体系の 

充実 

公共交通全路線の 

人口カバー率（％） 

93 

（2018年度） 

96 

（2028年度） 

道路ネットワーク

の拡充 

都市計画道路の 

整備率（％） 

79 

（2018年度） 

82 

（2028年度） 

【目標３】 

元気で安定的な 

産業基盤づくり 
産業用地の創出 

産業誘導ゾーンの新規

企業立地面積（ha） 

40 

（2018年度） 

80 

（2028年度） 

【目標４】 

思わず立ち寄りた

くなるまちなかづ

くり 

都市機能施設の 

誘導 

都市機能誘導施設[※1] 

の立地件数（件） 

10 

（2018年度） 

15 

（2028年度） 

憩いの場の創出 
１人あたりの 

公園面積（㎡） 

11.3 

（2016年度） 

11.5 

（2026年度）※2 

【目標５】 

災害に強い 

まちづくり 

災害時における 

被害の軽減 

公共施設の 

耐震化率（％） 

91.8 

（2016年度） 

95.0 

（2026年度）※2 

※1：春日井市立地適正化計画より 

※2：第六次春日井市総合計画より 

 

Action（改善） 

PDCA 

サイクル 
・「立地適正化計画」と連携

した進捗状況の点検 

・「総合計画」に示す目標と

の整合 

・都市計画の決定・変更 

・各種事業の実施 

・産・官・学・民のまちづくり 

・関係分野、関係機関と連携し

たまちづくり 

・都市計画マスタープランの

策定 

（策定委員会、地域懇談会） 

・都市計画マスタープラン

の方針や各施策の妥当性

の検証・見直し 

第
４
章

ま
ち
づ
く
り
推
進
方
針



109 

第
４
章

ま
ち
づ
く
り
推
進
方
針

 

◆主な事業 

事業 主体 内容 地域 
実施予定時期 

短期 中期 長期 

土地区画

整理 

組合 熊野桜佐地区 中部・中東部 

〃 西部第一地区 西部 

〃 西部第二地区 西部 

再開発 〃 ＪＲ春日井駅南東地区 中部 

道路 

県 
北尾張中央道 

（東山町から出川町まで） 
中北部 

〃 
河北線 

（王子町から熊野町まで） 
中部・中東部 

〃 
犬山春日井線 

（牛山町から四ツ家町まで） 
西部 

〃 
小牧春日井線 

（上田楽町地内、東山町地内） 
西部・中北部 

〃 
一宮小牧線 

（桃山町地内） 
西部・中北部 

〃 一宮春日井線 西部・中部 

〃 
鳥居松線 

（篠木町から金ケ口町まで） 

中部・中東部・

中北部 

市 高座線 東部 

〃 東山大泉寺線 中北部 

〃 
鷹来線 

（前並町から大手町まで） 
西部 

拠点 

〃 ＪＲ高蔵寺駅周辺 東部 

〃 ＪＲ春日井駅周辺 中部 

〃 名鉄味美駅周辺 南部 

〃 名鉄春日井駅周辺 西部 

公園 〃 朝宮公園 中部 

河川 

県 
八田川河川改修 
（地蔵川から庄内川まで） 

南部 

国 
庄内川堤防強化 
（桜佐町から熊野町まで） 

中部・中東部 

下水道 市 上条地区 中部 
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